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提出作品4点は連作になっており太湖石NO,1、太湖石NO,2、太湖石NO3、太湖石NO,4と題し、浸食された石
の形を全て平面の多面体に再構成されている。まずそれぞれ違うテクスチャーの平面パネルを 8枚提案し立体
に嵌め込むと視覚的にどのような効果を与えるか問う作品である。パネルは艶上げした面、乾漆粉を用いた
ザラザラとした面、また蒔絵や螺鈿、変わり塗りなどを行なっている。平面が立体になる事で光の反射や質
の違いが現れる。同氏の立体は巧緻にまで創り上げた平面性は鋭く、無機質であるが故に表面のテクスチャ
ーの光の反射と質、凹凸模様の差は明快に現れ考えが伝わる。提案された 8枚の平面パネルに関しては枚数が
少し物足りないという意見は多々あるものの、提出された作品と論文に関しては高いレベルで研究されてお
り十分に博士学位にふさわしいものと評価したい。 
 
 
